
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ほけんだより ９月号 
令和３年9月１日 

すくすくどろんこの会 

かすかべ杜の保育園 

統括看護師：山口 友恵 

  看護師：小薬 智子

尾 少しずつ朝夕は過ごしやすくなりますが、まだ残暑は続きます。気温差で体調を崩しやすく、夏の疲れが出て

くる頃です。しっかりと睡眠をとるようにしましょう。 

また、暑さがやわらぎ、外遊びの時間が増えると、擦り傷などのけがも多くなりやすいです。9月9日は「救急

の日」です。おうちの救急用品の見直しや応急手当の方法の確認をしておきましょう。 

家の中での事故を防ぎましょう 
安心して過ごせる家の中が、実は事故の危険の高い場所だということをご存じですか？ 

0～6歳の子どもの事故の約40％は、家の中で起こっています。 
家の中を安全・  安心な場所にするために、もう一度チェックしてみてください。 

 

家庭での事故で、特に命にかかわるのが 

窒息。0～3歳の子どもで特に注意が必要！ 

子どもは直径 6～20ｍｍのものでも 

窒息する危険があります。 
ビー玉やブロックなどは 

子どもの手の届かない 

ところに保管しましょう。 

乳幼児は転倒や落下で頭を打ってしまうことがよくあります。そのときに怖いの

が、頭蓋骨内でじわじわと出血して、時間差で症状がでること。頭を打ったら、注

意深く様子を見てあげましょう。ご家庭で顔や頭を打った場合、最低24時間は

様子をみて、異常がないことを確認してから登園してください。 

救急箱の中身に決まりはありません。普段 

使うものを、清潔な入れ物に入れておけばOK。 

ただし、滅菌ガーゼや薬は使用期限があり、 

テープ類は古くなると粘着力が弱くなります。 

１年に１回は中身をチェックしましょう。 

子どもの口

の大きさは 

約 4ｃｍ！ 
これより小さ

なものは誤飲や

窒息の可能性

があります。 

転落・誤飲 
・ソファ、ベビーベッドも注意。 

・たばこや電池等は届かない

ところへ。 

転落・溺水 
・踏み台になるような 

ものを置かない。 

・目を離さない。 

やけど 
・熱い調理器具や 

湯気が危険。 

幼児の視力検査について 

乳幼児の目は毎日発達していて、両目の視力機能は６歳

頃にほぼ完成するといわれています。自然の中で十分に

遊ばせ、外の景色をたくさん見せることでお子様の視力

を育てていきましょう。 

9 月中にすみれ組の視力検査を予定しています。ランド

ルト環といわれる指標を使用するため、検査当日に向け

て練習をしていきたいと思います。 

結果は、個別にお知らせいたします。 

※日程は、後日お知らせいたしますが、検査 

予備日は設けていないため、当日はなるべく 

お休みしないようご協力下さい。 


